
●きっかけは信頼していたママ友からの誘いです。ちょうど私の子どもも小学校に入学す
る時期で、学童保育のスタッフをしていたら学校の様子がわかるということもあり活動を
始めました。かつて学習塾でアシスタントをしていた経験はありましたが、学童保育につ
いての特別なスキルを最初から持ち合わせていたわけではありません。

●かつては複数の事業の中の一つとして学童保育に取り組んでいました。学童保育に特
化して専門的にやっていく団体になったほうが、行政との連携や協力も得やすいと考え、
学童保育専門として独立をしました。経営をしていくことへの責任感が高まりました。

●周囲の理解を得るために、自分自身の素直な気持ちを家族にも丁寧に伝えました。学
童保育に対するこれからの夢を話し、「それであなたはどうしたいの？」と家族にも聞いて
もらえたことは、背中を押してもらっている気持ちになりました。

●活動の中で出てくる課題には色々と立ち向かわなければいけないものもありますが、
基本としてスタッフで共有している「子どもが好き」という気持ちを、みんなで大事にしなが
ら取り組んでいます。この気持ちがあると活動もぶれないんですよね。自分の子どもとも
同じ場所で過ごしていますが、特別なことはありません。他のスタッフからの目もあり、私
自身の子育てに対する視野も広がりました。

●子どもたちの笑顔と、保護者からの「ありがとう」にやりがいを感じています。年に1回、
お互いの関係づくりや、子育てに伴う悩みを共有し、解決につなげることを目的とした、ス
タッフと保護者とのお茶会（ママカフェ）を開いています。是非、参加しませんか。

ＮＰＯ法人

法人学童保育

べんじゃらきっず

「佐賀をもっと住みやすくしたい」「好きなコトを活かして誰かの役に立ち

たい」そんな女性が『ＮＰＯ法人』で活躍中！これから全3回シリーズで紹

介します。
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